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プロジェクトデザインマトリックス（ＰＤＭ２）

プロジェクト名：モンゴル国気象予測及びデータ解析のための人材育成

実施機関：気象水文環境監視庁

ターゲットグループ：気象水文環境監視庁の職員 改訂日：2006年8月25日

気象情報利用度調査

a 領域数値予報や新しい気象解析手法による予報が、短
期（１日２回）・中期（１日１回）・長期（月１回）提供される

プロジェクト報告書

b モンゴル国の気候変化予測情報がプロジェクト終了まで
に１回提供される

プロジェクト報告書

c 干ばつ/ゾドに係る情報が毎年１回（８月末に）提供され
る

プロジェクト報告書

d 黄砂モニタリングデータが　年間300日間、伝送される プロジェクト報告書

e 利用者（行政機関、牧畜民等）の気象情報提供に関す
る満足度が向上する

アンケート、聞き取り調査結果

1 1-1NAMHEMによる領域数値予報モデルが業務体制に活
用される

1-1 予報室

1-2数値予報モデルを開発できる技術者が4名育成される 1-2 プロジェクト報告書

2 2-1モンゴル国の気候変化予測情報が公表される 2-1 NAMHEMの気象水文研究所（IMH)の紀要

2-2気候変化予測ができる技術者が2名育成される 2-2 プロジェクト報告書

3 3-1県（アイマグ）レベル以下の地域細分による短期・中期
予報が実施される

3-1 予報原簿

3-2県（アイマグ）レベルでの長期予報が業務に活用される 3-2 予報室

3-3新しい気象解析技術を有する技術者が５名育成される 3-3 プロジェクト報告書

4 4-1村（バグ）スケールでの精度の高い牧草量と草丈地図が
作成される

4-1 GIS用コンピューター

4-2警戒情報のガイドラインが業務に活用される 4-2 プロジェクト報告書

4-3GISによる早期警戒を行える技術者が４名育成される 4-3 プロジェクト報告書

5 5-1のべ640名の気象情報利用者が気象情報の利用に係る
知見を得る

5-1 プロジェクト報告書

6 6-1気象観測（気象レーダー）の稼働率が維持される 6-1 システム障害記録

6-2気象レーダシステムを運用維持管理できる技術者が3名
育成される

6-2 プロジェクト報告書

6-3NAMHEMのコンピューターネットワークの問題点が解決
される

6-3 プロジェクト報告書

6-4NAMHEMのコンピューターネットワークを運用維持管理
できる技術者が２名以上育成される

6-4 プロジェクト報告書

7-1解析処理された黄砂情報が作成される 7-1 ウランバートルの中枢監視システム

7-2黄砂モニタリングに関する技術を習得した技術者が４名
育成される

7-2 プロジェクト報告書

指標データ入手手段

アウトプット

プロジェクト目標

気象業務従事者及び環境専門家の人材育成を通じて、

より信頼性の高い有用な気象情報（黄砂を含む）を適時に提供できる

上位目標

指標

モンゴル政府からNAMHEMに対して適切な
予算が遅滞無く充当される

外部条件

モンゴル国の防災気象業務に係る政策に変
更がない

プロジェクト期間：2005年2月～2008年10月

気象情報が自然災害管理や気候変化の影響評価に活用される

数値予報データに基いた天気予報（短期、中期、長期）が作成される

国、地方自治体、関係機関及び末端利用者（牧畜民や住民を含む）の気象情報の理
解度が向上する

7

気象観測、予報システム（気象レーダー及びコンピューターネットワーク）が安定して
運用される

モンゴル国を対象にした領域モデルによる数値予報が現業化される

黄砂観測情報が作成される

干ばつ/ゾドの早期警戒システムが構築される

プロジェクトの要約

気候モデルを使った地球温暖化に伴うモンゴル域の気候変化予測が実施される

気象情報に基いた自然災害管理計画や気候変化の影
響評価が作成、実施される
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1 モンゴル国を対象にした領域モデルによる数値予報が現業化される

1-1 数値予報に係る研修・セミナーを実施する 1 専門家（分野・人数） 1 プロジェクトオフィスの提供

1-2 5~7日先までの現業数値予報システムを構築しその結果を既存の現業予報と比較し検証する <長期専門家＞ 2 ワーキンググループ

1-3 数値予報の研修のための機材を調達・設置する 総括/数値予報・１名、気象予報・１名 3 カウンターパートの配置

2 気候モデルを使った地球温暖化に伴うモンゴル域の気候変化予測が実施される ＜短期専門家＞ 4 施設設備の安全確保

2-1 気候モデルを使用した気候変化予測に係る研修を実施する
副総括/気象業務計画・１名、天気翻訳手法・1名、GIS
技術・1名

5 運営維持経費

2-2 地上気温、湿度、降水量、降雪量及び風の気候変化予測を実施する
レーダ画像解析・1名、干ばつ/ゾド早期警戒システム・1
名

2-3 気候変化予測のための機材を調達・設置する 牧畜気象・1名、気象サービス普及・1名

3 数値予報データに基いた天気予報（短期、中期、長期）が作成される 気象レーダ運用維持管理・1名

3-1 アンサンブル予報技術を含む数値予報結果の天気翻訳に係る研修を実施する コンピューターネットワーキング・1名

3-2 現業向け予報ガイダンスを構築する 黄砂観測データ解析・処理・共有・1名

3-3 コンピューターによる典型的な天候や異常気象に係る事例集を作成する 黄砂モニタリングネットワーク運用維持管理・1名

3-4 降水確率予報等新しい予報概念を導入する 黄砂モニタリングシステム機材計画・1名

3-5 気象レーダデータを用いた短時間予測に係る研修を実施する

3-6 現業予報のための機材を調達・設置する 2 機材供与

4 干ばつ/ゾドの早期警戒システムが構築される

4-1 総合的な干ばつ/ゾド早期警戒システム（DDEWS）の概念に係る研修を実施する 3 研修員受け入れ

4-2 DDEWSの枠組みでのデータベース・GIS技術に係る研修を実施する

4-3 現有の牧畜気象観測プログラム及びマニュアルを改訂する

4-4 警戒情報のガイドラインを作成する

4-5 村（バグ）スケールでの牧草状態地図を作成する

4-6 農業気象/牧畜気象及びGISのための機材を調達・設置する

5 国、地方自治体、関係機関及び末端利用者（牧畜民や住民を含む）の気象情報の理解度が向上する

5-1 プロジェクト開始・終了時のセミナーをウランバートルで実施する

5-2 政府機関を対象として気象情報の利用に係るワークショップをウランバートルで実施する

5-3
パイロット県（ヘンティ、ドンドゴビ、ゴビアルタイ）で地方政府機関や牧畜民・住民などのエンドユーザー向けに
気象情報の利用に係るセミナー/ワークショップを実施する

5-4 セミナー/ワークショップのための機材を調達・配置する

5-5 利用者（行政機関、牧畜民等）の理解度や気象情報に対するニーズを調査する

5-6 調査結果を分析し、関連の活動にフィードバックする

6 気象観測、予報システム（気象レーダー及びコンピューターネットワーク）が安定して運用される

6-1 気象レーダシステムの運用維持管理マニュアルを作成する

6-2 気象レーダシステムの運用維持管理に係る研修を実施する

6-3 NAMHEM内のコンピューターネットワークの全体計画を作成する

6-4 コンピューターネットワーキングに係る研修を実施する

7 黄砂観測情報が作成される

7-1 黄砂モニタリングシステムを調達・設置する

7-2 黄砂モニタリングネットワークの運用維持管理及びデータ解析に係る研修を実施する

技術移転対象者が短期間で減少、交代しな
い

機材の維持管理にかかる予算が充当される

自然災害管理に係る関係機関の協力が得られ
る

前提条件

モンゴル側

投入活動

日本側
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